
身近な話題を
お寄せください
☎0244-42-1613

話題のパレット

三浦　富二 さん

　村内の米農家に苗を供給す
るため、福相農園（渡邊春治
代表／小宮）が深谷地区のハ
ウスの一棟で、稲の育苗を始
めました。「震災から10年目。
村の中でできるようになるのは、
いいことだよね」と渡邊代表。
社員の皆さんも明るい表情で
作業を進めていました。

　５月17日、「オープンガーデン
いいたて」（松原光年会長／
小宮）の皆さんが、県道原町
川俣線に面した二枚橋地区の
花壇で、花の植栽を行いまし
た。昨年も多くの人が、見事に
咲いた「いいたてオリンピア」な
どをこの花壇で楽しみました。
今年の花も楽しみですね。

　山田スミイさん（伊丹沢）が
自宅周りで栽培するバラが今
年も見事に咲きました。中でも、
約300鉢のバラが咲き誇るパイ
プハウスの景色は圧巻です。
５月の中旬から、色も種類もさ
まざまなバラが一斉に満開とな
り、ハウスの中は、優雅な香り
に包まれていました。

福相農園が稲
の育苗

小宮地区の農地で
はタネイモを取る
ためのジャガイモ
栽培が本格的に始
まりました。

オープンガー
デンいいたて

それぞれの庭を公
開している会員の
皆さん。村内を花
で彩る活動も多彩
に行っています。

香るバラのハ
ウス

仮設住宅に入居し
ていた時に地域の
方などからバラを
いただいたことが
始まりだそう。
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問 交流センター「ふれ愛館」
☎ 0244-42-0072

　
「
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い

館
」の
直
売
所
に
、「
と
み
じ
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
ま
す
。人
気
の

多
肉
植
物
、山
野
草
や
鉢
植
え
な

ど
、多
種
多
様
な
植
物
が
並
び
、季

節
の
切
り
花
も
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　
コ
ー
ナ
ー
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
見

て
、富
二
さ
ん
を
直
接
訪
ね
て
来
る

人
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
い
い
た
て
」の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
富
二
さ
ん
は
、自
宅
に
い
れ
ば
、

突
然
の
来
客
も
歓
待
。好
き
な
植
物

の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。　

深　谷

三浦　富二 さん

　
震
災
時
の
全
村
避
難
で
は
、避
難

先
に
移
動
で
き
な
い
鉢
物
を
地
植

え
し
て
か
ら
避
難
し
ま
し
た
。「
そ

れ
ら
が
生
き
て
い
て
く
れ
た
か
ら
、

自
分
も
帰
っ
て
来
れ
た
ん
だ
」と
笑

い
ま
す
。現
在
、多
肉
植
物
を
育
て

る
ハ
ウ
ス
で
は
、バ
ナ
ナ
の
栽
培
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
か
。「
本
を

読
ん
だ
り
人
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら

栽
培
の
難
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
の

が
楽
し
い
ん
だ
」。傍
ら
で
、見
事

に
咲
い
た
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
、富
二

さ
ん
に
笑
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

   教えてください

     そ
のワケを

＃12

   その
こころはっ

新
着
図
書
を
紹
介
し
ま
す

　
真
実
を
胸
に
秘
め
た
運
命
の
２
人
が
再

会
―
。周
囲
を
巻
き
込
み
、も
が
き
な
が
ら

新
し
い
人
間
関
係
を
求
め
て
い
く
。現
代
社

会
の
リ
ア
ル
な
痛
み
と
心
の
揺
ら
ぎ
を
確
か

に
描
き
出
す
実
力
派
作
家
の
傑
作
小
説
。

物
語
は
み
ず
み
ず
し
く
疾
走
す
る
。

「流浪の月」　
  凪良 ゆう
  東京創元社

　交流センター「ふれ愛
館」の図書の貸し出しは
平日の午前８時30分か
ら午後５時まで、事務室
窓口で受け付けます。お
気軽にご利用ください。

５
月
に
は
こ
の
他
8
冊 

を
購
入
し
ま
し
た
。

図書貸し出しについて

連絡先☎ 090-3982-4893

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

２
０
２
０
年
本
屋
大
賞
受
賞

全
国
の
書
店
員
さ
ん
大
絶
賛
！

読んでみたい本のご希望
がある方はぜひお聞かせ
ください。
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